
■
合
川
公
民
館
　
☎
78-

２
１
１
４

▼
親
子
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ラ
ン
チ
作
り

日
　
時
　
８
月
20
日（
土
）
午
前
10
時
〜

講
　
師
　
前
田
亜
沙
美
さ
ん

定
　
員
　
小
学
生
以
上
と
保
護
者
15
組

▼
親
子
で
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
石
け
ん
作
り

日
　
時
　
８
月
20
日（
土
）
午
後
２
時
〜

講
　
師
　
大
高
千
歳
さ
ん

定
　
員
　
小
学
生
以
上
と
保
護
者
15
組

▼
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
石
け
ん
作
り
講
座

日
　
時
　
８
月
23
日（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜

講
　
師
　
大
高
千
歳
さ
ん

定
　
員
　
一
般
15
人

■
森
吉
公
民
館
　
☎
72-

３
２
５
９

▼
E
M
石
け
ん
作
り
講
座

日
　
時
　
８
月
11
日（
木
）
午
前
10
時
〜

講
　
師
　
佐
藤
正
さ
ん

定
　
員
　
10
人

　
芸
文
協
森
吉
支
部
40
周
年
を
記
念
し
、

赤
石
樹
山
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
書
道
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

期
　
日
　
８
月
１
日（
月
）〜
26
日（
金
）

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
平
成
13
年
国
の
史

跡
に
指
定
後
、「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
」
の
構
成
資
産
と
し
て
、
ユ
ネ

ス
コ
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
登
録
に
向
け
て
、
市
民
の
熱
意
が
高
ま

る
よ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
　
日
　
８
月
20
日（
土
）

時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
西
六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
は
、
鎌
田
典

三
郎
氏
（
故
人
・
秋
田
県
出
身
）
が
、
西

六
郷
小
学
校
（
東
京
都
大
田
区
）
に
赴
任

し
た
際
に
結
成
さ
れ
た
、
全
国
で
も
屈
指

の
名
門
合
唱
団
で
す
。

　
そ
の
伝
統
を
継
承
す
る
す
ば
ら
し
歌
声

を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
　
日
　
８
月
21
日（
日
）

開
　
演
　
午
後
２
時

場
　
所
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
ホ
ー
ル

学びの広場
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綴
子
上
町
は
、
綴
子
八
幡
宮
が
鎮
座

し
て
八
幡
山
と
称
さ
れ
、
七
館
七
家
の

綴
子
古
城
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
室

町
戦
国
時
代
に
な
り
村
長
役
で
あ
っ
た

高
橋
八
郎
兵
衛
は
、
永
禄
２
（
１
５
５

９
）
年
村
民
と
村
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
現
在
の
綴
子
の
基
を
築
き
ま

し
た
。

　
高
橋
八
郎
兵
衛
は
、
慶
長
８
（
１
６

０
３
）
年
か
ら
肝
煎
を
務
め
、
鷹
巣
、

太
田
、
旧
田
代
町
の
早
口
、
長
坂
、
岩

瀬
村
を
支
配
し
ま
し
た
。
羽
州
街
道
の

要
衝
に
位
置
し
、
宿
場
と
し
て
秋
田
佐

竹
藩
主
や
津
軽
公
の
参
勤
交
代
、
江
戸

幕
府
の
巡
見
使
な
ど
の
「
本
陣
」
と
し

て
、
と
て
も
栄
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
明
治
時
代
に
な
り
郡
役
所

と
な
っ
た
り
、
綴
子
小
学
校
の
校
舎
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
向
か
い

に
は
肝
煎
役
所
が
置
か
れ
、
郡
の
政
治

の
中
心
で
し
た
。

　
　

＊「
本
陣
」
街
道
筋
の
有
力
者
（
肝
煎
な

ど
）
が
藩
主
や
大
名
の
依
頼
を
受
け
て
、

宿
泊
御
用
を
つ
と
め
た
施
設
。

＊「
肝
煎
」
江
戸
時
代
の
村
の
世
話
や
管

理
、
監
督
、
差
配
を
す
る
人
（
職
名
）。

名
主
、
庄
屋
の
別
称
。

▽
昭
和
53
年
２
月
１
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
「
鷹
巣
町
の
文
化
財
」、「
北
鹿

は
宝
箱
」、「
鷹
巣
町
史
第
３
巻
」、「
文
化

財
調
査
員
資
料
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

42

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財（
史
跡
）

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市
綴
子
字
西
館
34

◇
管
理
者
・
㈱
ジ
ー
エ
ム
ジ
ャ
パ
ン

綴
子
肝
煎
屋
敷
本
陣
跡

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の

　世
界
遺
産
登
録
実
現
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

赤
石
樹
山（
隆
夫
）
作
品
展

西
六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
演
奏
会

公
民
館
講
座
募
集

◎
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
班

☎
62-

6
6
1
8

◎
申
込
み
・
問
合
せ
は
各
公
民
館
へ

森
吉
公
民
館

鷹
巣
地
方
史
研
究
会

清掃奉仕活動

　合川ことぶき大学の学生４４人が６月２７日、市民健康

広場前の花壇にサルビア、マリーゴールドの苗、合計８００

株を植えました。

　同大学の「花いっぱい運動」は、たくさんの人に花を

楽しんでもらおうと毎年行われているもので、今年で３５

回目になります。

　今年は花壇に森吉山の
りょうせん

稜線に見立てた
うね

畝を作るなど工

夫を凝らし、雨空の中、花の配色に注意しながら植えま

した。株が大きく育ち、色とりどりの花をたくさん咲か

せてほしいと願っています。

　花壇は通勤・通学路に面しており、ドライバー

や保育園のお散歩など、たくさんの人々の目を楽

しませてくれることでしょう。

　市指定文化財の「長岐邸」において６月１１日、七日市

本郷自治会の皆さんによる清掃活動が行われました。

　長岐邸は江戸初期より代々肝煎を務め、小猿部川流域

の農村の発展に尽力した家柄で、その住宅は佐竹侯の本

陣としての格式を伝える県内でも数少ない肝煎屋敷とし

て、平成元年に旧鷹巣町の文化財に指定されています。

　平成１７年に市に移管されて、現在は住家として使われ

ていませんが、今でも「親方」の家として地元の方々に

大切にされ、定期的に清掃が行われています。

　この日は、朝早くから、およそ７０人の皆さん

が、屋敷前や庭園、国道の塀沿いの草刈りや草む

しりの作業に汗を流していました。

～合川ことぶき大学花いっぱい運動～

～市指定「七日市の長岐邸」～

▲奉仕活動を行う本郷自治会の皆さん

色とりどりの花壇になることを祈り植栽

▲花苗の植栽を行う合川ことぶき大学の学生

北秋田市文化祭の出演団体と展示作品を募集します

　平成23年度北秋田市文化祭を次のとおり開催いたします。開催にあたり、舞台演示出演者、展示作品を募集

します。希望される方は、所定の様式にご記入のうえ、生涯学習課または各公民館へお申し込みください。

◆期日・会場

　　演示部門　10月22日(土)～23日(日)

　　　　　　　北秋田市文化会館

　　展示部門　10月22日(土)～24日(月)

　　　　　　　合川体育館

◆演示出演者募集

　　内　　容　グループによる生活芸術、舞台芸能

　　時　　間　１グループ最長20分まで

※日程、時間帯については申込時に希望をとります。

◆展示作品募集

　　内　　容　市在住の個人及びグループの作品。

　　出品制限　希望スペース、出展数により調整します。

◆申込先（両部門共通）

　　所定の様式にご記入のうえ、生涯学習課文化班

　　（☎６２-６６１８）または各公民館へ

◆申込締切（両部門共通）

　　８月26日（金）午後５時まで　　


